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前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
27
日（
木
）、
第
72
期
の
株
主
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
第
72
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審
議
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

収
益
面
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
各
種
規
制
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
や
こ
れ
ま
で
に
構
築
し
て
き
た
海
上
輸
送
と

各
物
流
セ
ン
タ
ー
の
相
互
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
、
特
に
「
琉
球

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
」
稼
働
に
伴
う
、
そ
の
他
事
業
収

益
の
大
幅
増
加
も
あ
り
、
売
上
高
は
前
期
比
9
・
2
％
増
と

な
り
ま
し
た
。

費
用
面
に
関
し
て
は
原
油
高
騰
に
伴
う
燃
料
費
の
負
担

を
軽
減
す
る
べ
く
、
全
船
舶
に
よ
る
省
エ
ネ
運
航
に
継
続
的

に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。
一
方
、
物
流

施
設
稼
働
に
伴
う
そ
の
他
事
業
費
用
の
大
幅
増
加
も
あ
り
、

売
上
原
価
は
前
期
比
11
・
6
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
以
上
の

結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
期
の
目
標

2
0
2
4
年
問
題
を
契
機
と
し
た
物
流
環
境
変
容
の
な

か
、
政
府
が
推
奨
す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組
み
に

よ
る
内
航
海
運
活
性
化
の
波
を
捉
え
る
べ
く
、
東
京
・
大
阪

／
沖
縄
航
路
の
増
便
及
び
大
阪
南
港
ヤ
ー
ド
（
仮
称
）の
有

効
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
当
社
最
大
の
強
み
で
あ

る
挑
戦
す
る
姿
勢
を
前
面
に
打
ち
出
し
グ
ル
ー
プ
一
丸
と

な
っ
て
、
選
ば
れ
る
総
合
物
流
企
業
へ
更
な
る
発
展
を
目

指
し
て
参
る
所
存
で
す
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

６
月
21
日（
金
）
、
第
62
期
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
62
期
事
業
報
告
と
決
算
事
項
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
海
上
輸
送
量
減
に
伴
い
荷
役
賃
収

入
並
び
に
配
送
収
入
双
方
が
減
と
な
り
売
上
高
は
前
期
比

7
・
9
％
減
と
な
っ
た

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
続
き
人
件
費
の
高
騰
に

よ
る
売
上
原
価
増
。
一
般
管
理
費
に
お
い
て
人
件
費
は
増

と
な
る
も
、
諸
費
用
が
減
と
な
り
費
用
全
般
に
お
い
て
は

前
期
比
0
・
13
％
減
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

一
昨
年
か
ら
の
物
価
高
騰
に
伴
う
2
年
連
続
の
大
幅
賃

上
げ
の
結
果
、
減
益
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
よ
っ
て
今
期

は
、
収
入
面
に
お
け
る
価
格
改
定
を
実
施
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
取
引
先
に
対
し
て
は
役
職
員
一
同
ね
ば
り
強
く
交
渉
し

収
益
構
造
の
改
善
を
図
る
。
又
、
大
幅
な
配
船
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
改
変
に
伴
う
セ
カ
ン
ド
ポ
ー
ト
故
の
課
題
、
す
な
わ
ち
、

夕
刻
よ
り
深
夜
に
お
け
る
オ
ー
バ
ー
タ
ー
ム
の
発
生
も
一
定

の
メ
ン
バ
ー
に
負
荷
が
掛
か
ら
ぬ
よ
う
対
策
を
講
ず
る
。

そ
の
他
も
含
め
課
題
山
積
に
お
い
て
、
業
務
外
で
は
役
職

員
並
び
に
そ
の
家
族
も
含
め
会
社
へ
の
帰
属
意
識
が
高
ま

る
よ
う
昨
年
同
様
、
地
域
貢
献
並
び
に
社
内
イ
ベ
ン
ト
を

積
極
的
に
企
画
し
た
い
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
24
日（
月
）
、
第
68
期
の
株
主
総
会
が
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
68
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
貨
物
取
扱
量
は
減
っ
た
も
の
の
、

運
送
会
社
と
の
吸
収
合
併
に
よ
り
運
送
業
が
増
大
し
た
こ

と
が
あ
り
売
上
高
は
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り
職
員
数
が
増
え
た
影

響
な
ど
か
ら
売
上
原
価
増
、
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
増

と
な
り
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

２
０
２
４
年
度
は
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
い
て
残
業
時
間

の
規
制
、
燃
料
高
騰
、
物
価
高
騰
、
人
件
費
増
額
、
人
手
不

足
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
宮
古
島
で
は
観

光
客
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
大
型
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
な
ど
が
進

み
、
経
済
は
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
財
の
確
保
と
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

全
て
の
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
安
全
を
最
優
先
に
売

り
上
げ
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

株
主
や
関
連
会
社
の
皆
様
に
は
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
26
日
（
水
）
、
第
88
期
の
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
第
88
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
一
貫
輸
送
の
大
型
案
件
の
減
収
や

中
城
湾
港
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
燃
料
荷
役
作
業
料
、
米
軍
港

湾
荷
役
作
業
料
等
の
減
収
も
相
ま
っ
て
、
前
年
比
5
・
8
％

減
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
賃
金
の
上
昇

や
人
員
補
充
に
伴
う
人
件
費
増
が
あ
る
中
、
役
職
員
一
丸

と
な
り
作
業
員
及
び
機
材
の
適
正
配
置
転
換
で
経
費
削
減

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

今
期
の
目
標

今
期
は
７
月
に
琉
球
海
運
（
株
）の
新
造
船
「
か
り
ゆ
し

Ⅱ
」の
就
航
並
び
に
「
台
湾
航
路
就
航
10
周
年
」
と
各
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
琉
球
海
運
グ
ル
ー
プ
の
益
々
の
発
展
が
期
待
で

き
る
年
と
な
り
ま
す
。

当
社
は
、
今
期
の
経
営
計
画
で
も
あ
る
「
B
P
R
（
業
務

再
構
築
）
を
進
め
、
業
務
の
効
率
化
か
つ
ス
ピ
ー
ド
化
の
実

現
を
図
る
」と
い
う
質
の
高
い
業
務
を
目
指
し
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
り
お
客
様
か
ら
更
に
信
頼
さ
れ
る
会
社
と
な

る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

沖縄港運株式会社

代表取締役社長

吉田 和彦

宮古港運株式会社

代表取締役社長

砂川 恵映

琉球海運株式会社

代表取締役社長

比嘉 茂

八重山港運株式会社

代表取締役社長

新川 正人

R
K
R
K
KK
グ
ル
ー
プ
各
社

グ
ル
ー
プ
各
社

株
主
総
会
開
催

株
主
総
会
開
催

ー 前期振り 返り と 今期目標ー

琉
球
海
運 

株
式
会
社

八
重
山
港
運 
株
式
会
社

沖
縄
港
運 

株
式
会
社

宮
古
港
運 

株
式
会
社

R K K グループ各社売上高構成（ 2 0 2 3 年度）

会社名 売上高 構成比 会社名 売上高 構成比

琉球海運株式会社 25,584 46.5% 株式会社九州輸送サービス 2,657 4.8%

沖縄港運株式会社 4,468 8.1% 九輸運送株式会社 385 0.7%

宮古港運株式会社 804 1.5% 国際輸送株式会社 894 1.6%

八重山港運株式会社 806 1.5% 琉海リース株式会社 782 1.4%

沖縄荷役サービス株式会社 1,517 2.8% 株式会社ロジカルサポート 1,046 1.9%

株式会社沖縄急送 7,336 13.3% 琉海ロジスティクス株式会社 3,104 5.6%

株式会社沖縄輸送サービス 5,647 10.3% 合　 計 55,030 100.0%

（ 単位： 百万）

55 ,030
百万

琉球海運 ㈱
25,584百万  46.5％

琉海ロジスティ クス ㈱
3,104百万  5.6％

沖縄港運 ㈱
4,468百万  8.1％

宮古港運 ㈱
804百万  1.5％

八重山港運 ㈱
806百万  1.5％

沖縄荷役サービス ㈱
1,517百万  2.8％

㈱ 沖縄急送
7,336百万  13.3％

㈱ 沖縄輸送サービス
5,647百万  10.3％

㈱ 九州輸送サービス
2,657百万  4.8％

九輸運送 ㈱
385百万  0.7％

国際輸送 ㈱
394百万  1.6％

琉海リ ース ㈱
782百万  1.4％

㈱ロジカ ルサポート
1,046百万  1.9％

新

新
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前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
26
日
（
水
）
、
第
35
期
の
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
35
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
貨
物
運
送
収
入
等
が
増
加
し
た

こ
と
も
あ
り
売
上
高
は
前
期
比
1
・
6
％
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
関
連
費
用
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
売
上
原
価
1
・
0
％
増
、
人
材
派
遣
料
な

ど
の
増
加
に
よ
り
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費
増
と
な
り
前

期
比
1
・
7
％
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ン（
良
き

会
社
へ
）
、
経
営
の
安
定
化
に
向
け
て
、
更
な
る
飛
躍
の
年

と
す
る
」
と
し
た
。

主
な
実
行
目
標
と
し
て
以
下
の
3
項
目
を
掲
げ
る
。

1.  

営
業
力
の
更
な
る
強
化

1
‒
2. 

R
K
K
鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
の
垂
直
立
ち
上
げ

2. 

業
務
効
率
の
改
善

　

3. 

人
を
活
か
す

特
に
営
業
力
の
強
化
の
中
で
は
、
T 

C
機
能
の
安
定
化

と
再
拡
大
の
た
め
リ
ー
フ
ァ
ー
荷
主
の
確
保
を
優
先
課
題

と
し
た
。
次
に
D 

C
機
能
の
最
大
化
に
お
い
て
は
、
R
K
K

鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
を
5
月
1
日
開
業
と
し
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
を
図
る
事
で
経
営
の
安
定
化
の
一
助
を
担
う
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
26
日
（
水
）
、
第
24
期
の
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
24
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
取
扱
貨
物
量
の
増
加
に
よ
り
売

上
高
は
前
期
比
1
・
6
％
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
傭
車
料
等
の
減
少
に
よ
り
売
上

原
価
4
・
8
％
減
、
人
件
費
等
の
増
加
に
よ
り
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
増
と
な
り
前
期
比
35
％
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
特
別
損
失
と
し
て
特
別
償
却
費
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
良
き
会
社
へ  

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

更
な
る
行
動
を
起
こ
す
年
と
す
る
」と
し
た
。

主
な
実
行
目
標
と
し
て
、
以
下
の
4
項
目
を
掲
げ
る
。

1.  

安
定
し
た
経
営
の
確
立
（
売
上
高
4
億
円
台
へ
の
挑

戦
）

2. 

日
中
の
稼
働
率
向
上
へ
の
取
組
み

3.  

R
K
K
鳥
栖
物
流
セ
ン
タ
ー
を
飛
躍
の
ス
テ
ッ
プ
と

す
る

4. 

安
全
・
安
心
態
勢
の
維
持
継
続
化

特
に
、
自
車
運
行
態
勢
の
強
化
を
目
指
し
、
全
運
行
の

85
％
以
上
を
目
標
と
す
る
こ
と
で
自
立
し
た
経
営
を
目
指

す
原
資
と
す
る
。

株式会社 九州輸送サービス
代表取締役社長

九輸運送 株式会社
代表取締役社長

宇都宮 剛

株
式
会
社 

九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス

九
輸
運
送 

株
式
会
社

R K Kグループ各社 株主総会開催ー 前期振り 返り と 今期目標ー

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
26
日
、
第
38
期
の
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
第
38
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
で
は
、
定
温
物
流
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
需
要
が

伸
び
た
事
に
よ
り
、
保
管
物
流
売
上
が
20
％
増
と
な
っ
た
。
ま

た
収
益
改
善
を
図
る
べ
く
一
部
取
引
先
の
価
格
転
嫁
を
進
め

る
事
が
で
き
た
結
果
、
売
上
高
は
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
職
員
処
遇
改
善
等
に
よ
る
人
件
費

増
、
車
両
購
入
に
よ
る
償
却
費
増
な
ど
も
あ
り
、
運
送
原

価
及
び
一
般
管
理
費
共
に
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
事
が
出
来
た
。

今
期
の
目
標

2
0
2
4
年
度
は
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
人
件
費
や

燃
料
費
、
電
気
料
金
高
騰
な
ど
の
経
費
増
加
の
懸
念
が
あ

り
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
状
況
に
対
処
す
べ
く
、
各
部
一
丸
と
な
り
安
全
第
一
を

最
優
先
に
作
業
効
率
・
採
算
性
向
上
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
の
定
着
率
向
上
を
図
る
為
、
労
働
環
境
の
改
善
に
注
力

し
人
材
育
成
及
び
人
材
確
保
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
経
営
基
盤
の
整
備
、
強
化
を
徹
底
し
、
顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
質
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
ま
す
。

国際輸送株式会社

代表取締役社長

宮城 勝

国
際
輸
送 
株
式
会
社

前
期
を
振
り
返
っ
て

６
月
27
日
（
木
）
、
第
47
期
の
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
47
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
一
般
貨
物
は
増
と
な
る
も
、
定

温
貨
物
に
つ
い
て
は
天
候
不
順
に
よ
る
農
作
物
減
が
あ

り
、
結
果
、
売
上
高
は
前
年
比
で
微
減
と
な
っ
た
。

費
用
面
で
は
、
従
来
通
り
経
費
節
減
と
抑
制
に
努
め
る

も
、
輸
送
機
器
費
、
庸
車
料
な
ど
が
増
加
し
た
。
一
般
管

理
費
に
つ
い
て
は
人
件
費
、
旅
費
交
通
費
が
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

物
流
業
界
に
お
い
て
は
い
よ
い
よ
2
0
2
4
年
問
題
が

顕
在
化
、
そ
の
影
響
か
ら
採
算
性
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
同
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
当
社
は
庸
車
先
や

顧
客
と
の
関
係
強
化
を
最
優
先
で
取
り
組
む
所
存
で
す
。

ま
た
、
今
期
も
引
き
続
き
経
理
処
理
や
社
内
L
A
N
の

D 

X
化
を
推
進
、
よ
り
一
層
の
業
務
の
効
率
化
及
び
生
産

性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

第
48
期
と
な
る
今
期
も
、
運
送
業
の
根
幹
で
あ
る
安
全

作
業
を
徹
底
し
な
が
ら
、
更
な
る
「
高
み
」
を
目
指
し
、
役

職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

株式会社 沖縄輸送サービス

代表取締役社長

髙宮城 実人

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス

前
期
を
振
り
返
っ
て

６
月
26
日
（
水
）
、
第
51
期
の
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
51
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
大
型
量
販
店
様
の
取
り
扱
い
の
増

量
と
、
先
島
の
ホ
テ
ル
建
設
関
連
の
大
型
資
材
輸
送
を
獲

得
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
売
上
高
は
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
貨
物
取
扱
量
増
に
よ
る
傭
船
料
・

傭
車
料
の
増
加
、
並
び
に
運
送
人
件
費
の
増
加
に
よ
り
売

上
原
価
増
、
職
員
増
に
伴
う
人
件
費
等
の
増
加
に
よ
り
一

般
管
理
費
増
と
な
り
前
期
比
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
、
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

今
期
は
、
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
は
引
き
続
き
行
う

と
と
も
に
、
４
月
か
ら
総
務
部
に
Ｄ
Ｘ
推
進
課
を
新
設
し
、

業
務
負
担
軽
減
等
の
目
的
で
更
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、「
安
全
」
は
全
て
に
お
い
て
優
先
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
取
り
入
れ
て
よ
り
一
層

の
安
全
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
、
す
な
わ
ち
社
会
と
共
に
発
展
す

べ
く
公
正
な
事
業
活
動
を
通
し
て
、
お
客
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
よ
う
、
社
業
と
グ
ル
ー
プ
発
展
の
た
め
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
21
日
（
金
）
、
第
59
期
の
株
主
総
会
が
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
59
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
た
。

第
59
期
は
残
念
な
が
ら
前
期
比
減
収
減
益
と
な
り
ま
し

た
。
売
上
の
内
容
は
、
貨
物
取
扱
ト
ン
数
の
減
少
の
影
響
を

大
き
く
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
利

益
面
に
お
い
て
、
退
職
給
与
引
当
金
積
立
を
実
施
し
た
こ

と
も
影
響
し
て
お
り
ま
す
。
只
、
海
貨
事
業
だ
け
は
増
と

な
り
、
一
矢
報
い
た
形
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
期
の
目
標

経
営
方
針
と
し
て
は
「
一
致
団
結
～
ワ
ン
チ
ー
ム
」を
掲
げ

① 

全
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る

② 

チ
ー
ム
へ
の
気
配
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

③ 

社
会
貢
献
と
従
業
員
の
幸
福
を
追
求
す
る

以
上
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。
又
、
今
期
は
当
社
創
立
60
周
年
の
大
き
な
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
株
主
の
皆
様
、
お
取
引
先
様
、
従
業
員

を
含
む
全
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
次
は
1
0
0
年
企
業
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社

株
式
会
社 

沖
縄
急
送

沖縄荷役サービス株式会社

代表取締役社長

阿野 一郎

株式会社 沖縄急送

代表取締役社長

長嶺　 直
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R K Kグループ各社 株主総会開催

前
期
を
振
り
返
っ
て

2
0
2
3
年
6
月
に
豊
見
城
営
業
所
で
の
新
規
業
務
の

運
営
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
稼
働
直
後
は
多
少
の
混
乱

も
あ
り
ま
し
た
が
、
琉
球
海
運
㈱
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー

プ
各
社
の
ご
協
力
も
あ
り
、
早
期
の
段
階
で
業
務
を
軌

道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経
営
状
況
に
つ
い
て

は
、
2
0
2
3
年
5
月
の
中
城
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
県
内
卸
問
屋
様
の
退
去
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
開
発
費
の

除
却
損
に
よ
り
特
別
損
失
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
経
常
利

益
で
は
当
社
創
立
以
来
は
じ
め
て
の
利
益
を
計
上
す
る
こ

と
と
な
り
、
黒
字
化
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

回
復
い
た
し
ま
し
た
。

今
期
の
目
標

2
0
2
4
年
度
は
現
業
の
平
準
化
と
新
規
荷
主
様
の
獲

得
に
注
力
い
た
し
ま
す
。
豊
見
城
営
業
所
に
お
い
て
は
本

格
稼
働
か
ら
1
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
年
間
通
じ
て
の

課
題
や
改
善
点
が
徐
々
に
見
え
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
こ
と
で
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
働

と
業
務
の
平
準
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
中
城
総
合
物
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
空
き
区
画
へ
の
新
規
荷

主
の
誘
致
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
日
常
業
務
の
運
営
に

お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
セ
ン
タ
ー
で
も
安
心
安
全
を
最
優

先
に
堅
実
な
仕
事
に
徹
し
て
参
り
ま
す
。

琉海ロジスティクス 株式会社

代表取締役社長

永山 実

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

株
式
会
社

NNew ew PPresidentresident
Shigeru HigaShigeru Higa

社長として力を入れていきたい事

来年は創立75周年を迎えます。 まず、 安定的に利

益を出せる強固な経営基盤（ 仕組み） を構築すること

が、 私に課された使命だと考えます。

それは、 第5次中期経営計画までに構築してきたも

のの集大成であり 、 7隻体制及び陸上施設、 グルー

プ会社とのシナジー効果を最大限に発揮さ せること

かと 考えます。  

 勿論、 それも一つの過程にすぎず、 企業は絶えず

挑戦し 革新を続けていかなければ永続出来ないもの

と 思います。

「 伝統は、革新の連続なり」
です。

従業員へのメッ セージ
（ 何を求めているか、期待し ているかなど）

「 企業（ 職場） は人間形成の場である」 私が入社

問もない頃に我が社のリクルート キャッ チコピーで目

にし たものである。 当社は、 まさ にその事を具現化

できる職場環境に近いものがあると 思います。 仕事

を 通じ 職員が自己研鑽のできる環境整備に努力を

重ねていきたいと 考えます。「 人は城・ 人は石垣」 、

所詮、 仕事をするのは人であります。「 人格者たれ」

が、 皆様に求め、 期待するところです。

好きな言葉（ 座右の銘など）あれば教えてく ださい

「 我以外皆我師也」
素直さと 謙虚な気持ちを持ち続ける努力を怠ら な

い事を目指すものです。

琉球海運株式会社

代表取締役社長  比嘉 茂

趣味（ 休日の過ごし 方）

野球（ 還暦野球）  

家庭料理（ 土・ 日担当）   

家庭菜園

  高校の模合仲間（ 13人） で 約50坪の畑を 借り て野菜作

りをしています。  

 実績：  じゃがいも・ タ マネギ・ ニンジン・ 春菊・ ベビーリーフ・ 大根葉・

ゴーヤー・ へチマ・ スナップエンド ウを収穫できました。

 
好きな食べ物

じゃがいも 、寿司、チーズ料理(グラタ ン・ ピザ、等)

前
期
を
振
り
返
っ
て

６
月
27
日
（
木
）
、
第
38
期
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
38
期
事
業
報
告
と
決
議
案
の
審
議
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
持
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

収
益
面
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
・
ト
レ
ー
ラ
ー
等
が
機
材
発
注

減
や
会
計
仕
訳
変
更
等
の
影
響
も
あ
り
売
上
高
は
前
年
比

減
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
売
上
原
価
が
減
、
販
売
費
及
び

一
般
管
理
費
は
増
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
当
期
純
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

２
０
２
４
年
度
は
R
K
K
グ
ル
ー
プ
各
社
の
皆
様
の
設
備

計
画
に
向
け
て
の
手
助
け
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

そ
し
て
、
リ
ー
ス
・
割
賦
契
約
の
拡
大
や
機
材
整
備
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
し
い
分
野
へ
の
挑
戦
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

前
期
を
振
り
返
っ
て

6
月
25
日
（
火
）
、
第
22
期
株
主
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
第
22
期
事
業
報
告
と
決
議
事
項
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
た
。

収
益
面
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
3
年
7
月
稼
働
の
琉
球
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
参
画
が
収
益
増
に
貢
献

し
、
売
上
高
は
前
年
比
増
と
な
っ
た
。

費
用
面
に
つ
い
て
は
、
事
業
拡
大
に
伴
う
車
両
台
数
増

や
本
社
移
等
に
よ
り
売
上
原
価
、
販
売
費
及
び
一
般
管
理

費
が
前
年
比
増
と
な
っ
た
が
、
利
益
率
向
上
に
よ
り
、
当

期
純
利
益
を
計
上
す
る
事
と
な
っ
た
。

今
期
の
目
標

こ
の
度
、
前
任
の
島
袋
社
長
（
現
、
当
社
顧
問
）
が
経
営

立
て
直
し
に
尽
力
さ
れ
た
今
日
の
基
盤
を
引
き
継
ぎ
、

3
6
5
日
、
24
時
間
稼
働
体
制
を
2
0
2
4
年
問
題
の

最
中
に
あ
っ
て
も
継
続
維
持
す
る
為
、
よ
り
効
率
化
に
向

け
た
I 

T
化
を
図
る
と
共
に
、
新
規
機
材
の
導
入
と
代
替

え
を
行
い
、
安
全
運
行
の
確
保
と
労
働
環
境
の
改
善
に
取

り
組
み
、
R
K
K
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

を
、
活
力
あ
る
担
い
手
と
し
て
役
職
員
一
丸
と
な
り
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社 

ロ
ジ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

琉
海
リ
ー
ス 

株
式
会
社

株式会社 ロジカルサポート

代表取締役社長

潮平 寛胤

琉海リース株式会社

代表取締役社長

角 善晴

新

新
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コ ーナー担当： 琉球海運（ 株）  施月雯（ FUM I SH IH）　 カメ ラマン： 李俐亞 LEE LIYA、薛敬議 HSUEH  CHING-YIコ ーナー担当： 琉球海運（ 株）  志喜屋 太成

　 今年台湾航路１０ 周年祝賀パーティ ーは7月3日に台湾高雄の漢来ホテルで開催されました。

台湾と日本合わせて総勢２００人のゲスト が参加しました。

　 宮城会長は、「 台湾から 一番近い日本、それが沖縄です。当社は引き続き、台湾と沖縄及び日

本の相互発展を図るべく 、皆様と一緒に歩む所存です。今後も安全運航を徹底する一方で、より

質の高いサービスを台湾航路に展開するべく チャレンジして参ります」。 また、比嘉社長は 「 今日

のこ の日を迎える事ができまし たのは、ひとえに関係さ れた皆様のご支援のお陰であります。重

ねて御礼申し 上げます。こ れからも、皆様とともに発展できる様取り 組んでまいりますので、変ら

ぬご指導、ご支援を賜ります様お願い申し上げます」 とそれぞれスピーチをなさいました。

　 祝賀パーティーは乾杯の音頭で始まり 、台湾ゲスト から 布袋様の置物贈呈などが行われ、サプ

ライズ登場した沖縄三線ライブは、会長をはじ め、ゲスト の皆様も三線の音色に合わせて踊り 始

めて、とても和やかで楽しい祝賀パーティ ーでした。

　 7月19日(金)、沖縄ハーバービューホテルにおいて当社の新造船であるかり ゆしⅡの就

航記念並びに、台湾航路就航10周年記念の祝賀会が開催されました！

　 当日は250名を超える参加者で会場は埋まり 、琉球海運CM でお馴染みの曲「 ダイナ

ミ ック 琉球」を手掛けら れた平田大一さ ん、歌手の成底ゆう 子さんによるスペシャルライ

ブも披露していただき、大盛況のまま幕を閉じました！

　 当日準備から 片付けまでお手伝い頂いた職員の皆様に心より 御礼申し 上げます。

かりゆしⅡ 就航記念
台湾航路就航10 周年記念祝賀会

台湾航路就航10 周年  祝賀パーティ ー
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琉
球
海
運
株
式
会
社 

船
舶
部

　
職
場
委
員

島
仲 

泰
伍
（
二
等
航
海
士
）

入
社
年
月
日
／

2
0
0
5

年
4
月
1
日

　
出
身
地
／
沖
縄
県
石
垣
島

出
身
校
／
沖
縄
水
産
高
校 

専
攻
科
漁
業
科

趣
味
／
休
暇
（
年
休
）
時
に
、
夫
婦
で
出
か
け
る
こ
と
。
／
オ
ー
ト
バ
イ
（
基

本
的
に
『
エ
ン
ジ
ン
』
が
付
い
て
い
る
モ
ノ
は
興
味
津
々
で
す
。
）
、
機
械
い
じ
り
、

D
I
Y
、
ア
ウ
ト
ド
ア
（
キ
ャ
ン
プ
、
釣
り
、
B
B
Q
）
、
あ
と
、
得
意
な
ス
ポ
ー

ツ
は
な
い
け
ど
体
を
動
か
す
こ
と
は
大
好
き
で
す
。

わ
た
し
の

仕
事

　
第

十

二

回

Interview 乗
組
員
の
よ
り
良
い

労
働
環
境
の
た
め
に

職
場
委
員
と
は

　
当
社
の
乗
組
員
全
員
が
加
入
し
て
い
る
全

日
本
海
員
組
合
で
す
が
、そ
の
組
合
の
規
則
の

中
に
、「
職
場
委
員
の
指
名
」
と
い
う
条
文
が

あ
り
ま
す
。

　
全
国
各
所
に
あ
る
全
日
海
の
管
轄
支
部
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に
、
企
業
単
体
も
し
く

は
企
業
群
の
全
国
委
員
（
※
）

の
中
か
ら
指
名

す
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
を
管
轄
と
す

る
沖
縄
支
部
か
ら
当
社
は
１
名
の
配
置
を
要

請
さ
れ
、
現
在
業
務
に
就
い
て
い
ま
す
。

※
全
国
委
員

：

組
合
員
を
代
表
す
る
代
議
員
。

職
場
委
員
の
業
務

　
全
日
本
海
員
組
合
の
規
則
内
に
は
「
管
轄

支
部
指
導
の
も
と
、組
合
員
の
た
め
に
労
働
協

約
の
履
行
を
監
視
し
な
が
ら
、組
合
員
の
苦
情

処
理
を
主
な
任
務
と
す
る
」と
あ
り
ま
す
。

　
定
期
的
に
訪
船
し
、
会
社
や
組
合
（
協
約

書
）に
対
す
る
要
望
、
意
見
な
ど
を
聞
き
取
っ

て
担
当
支
部
へ
報
告
し
、
労
働
協
約
の
改
定

を
会
社
や
全
日
海
本
部
へ
提
案
し
、
交
渉
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
機
関
会
議
へ
出
席
す
る
た

め
２
ヵ
月
に
1
～
2
回
程
度
、
主
に
東
京
へ
の

出
張
が
あ
り
ま
す
。そ
の
他
に
、
職
場
委
員
が

所
属
す
る
会
社
に
よ
っ
て
業
務
に
差
は
あ
り

ま
す
が
、社
内
の
業
務
も
担
当
し
ま
す
。

　
私
の
担
当
す
る
主
な
社
内
業
務
は
船
員
保

険
・
労
働
保
険
関
連
、
労
災
関
連
、
給
与
・
賞

与
関
連
、
船
員
の
健
康
診
断
の
手
配
、
各
船
の

水
質
検
査
な
ど
で
す
。

職
場
委
員
の
特
典

　　
職
場
委
員
に
な
り
前
記
し
た
東
京
出
張
に

よ
り
、
某
航
空
会
社
で
上
位
ス
テ
イ
タ
ス
を
達

成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
日
、
家
族
旅
行
の
際
に
、ス
テ
イ
タ
ス
特

典
に
あ
る
ラ
ウ
ン
ジ
の
利
用
を
『
無
料
』で
利

用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
妻
と
子
ど
も
達
は
、ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
が

並
ぶ
ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
の
静
か
な
待
合
所

で
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
れ
を
周

り
に
悟
ら
れ
る
の
を
気
に
し
て
か
、
常
連
の
よ

う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
ま
す
が
、そ
の
ぎ
こ
ち

な
さ
に
１
人
で
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た（
笑
）

　
そ
の
他
に
、
上
位
ス
テ
イ
タ
ス
に
与
え
ら
れ

る
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
て
、エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ

ス
か
ら
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
座
席
に
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
、
豪
華
な
移
動
を
体

験
で
き
ま
す
。

　
乗
組
員
の
皆
さ
ん
、パ
ソ
コ
ン
操
作
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
と
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
る
「
職
場

委
員
」と
い
う
職
に
興
味
あ
り
ま
せ
ん
か
?
?

　
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、
船
舶
部
ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
♪

船
乗
り
の
配
乗
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
は
、
船
員
が
船
に
乗
る
際
ど
の
よ
う
に

配
乗
さ
れ
て
い
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
?
単
純

に
会
社
に
指
定
さ
れ
た
船
に
乗
る
。と
思
っ
て
い
る

方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、間
違
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の「
や
り
方
」に
、違
い
が
あ

る
の
で
、非
常
に
簡
単
で
す
が
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
ず
は
一
般
的
な
配
乗
は
と
い
う
と
、
船
舶
だ

け
を
所
有
す
る
船
舶
所
有
者
（
船
主
）
、そ
の
船
を

借
り
て
運
航
す
る
傭
船
社
、
船
員
だ
け
を
雇
用
し

派
遣
を
行
う
マ
ン
ニ
ン
グ
会
社
が
そ
れ
ぞ
れ
で
契

約
を
結
び
、必
要
な
数
（
人
数
）を
借
り
て
船
を
運

航
し
て
い
ま
す
。

　
対
す
る
琉
球
海
運
は
自
社
船
員
に
対
し
て
自

社
運
航
船
に
乗
船
の
指
示
を
出
す
と
い
う
、
前
記

の
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
な
っ
て
い
る
全
国
的
に

も
珍
し
い
配
乗
な
の
で
す
。

　
自
社
船
を
自
社
船
員
で
運
航
す
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
船
を
大
事
に
保
守
整
備
し
て

い
く
⇨
愛
着
が
わ
く
⇨
更
に
船
を
大
事
に
す
る
。

　
と
い
う
相
乗
効
果
が
海
外
売
船
の
際
に
リ

ピ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
キ
レ
イ
な
船
と
言
わ
れ
る
所

以
か
と
も
思
え
ま
す
ね
。

琉球海運（ 株） 東京支店

特
集

　 お疲れ様です、最近運動不足でぎっく り腰になった東京

支店の喜舎場です。

　 先日夏休みをもらって仙台と岩手に行ってきました。

　 仙台ではずんだ餅と牛タンに舌鼓を打ち、少し足を伸ば

して岩手では花巻東高校(メ ジャーリ ーガーの菊池雄星選

手、大谷翔平選手の母校)に立ち寄りながら ゆっくり過ごし

ました。仙台市内の観光地は観光バスや電車で簡単に移

動でき、1日あれば主要な観光地は全て回れるので、まと

まった休みが取れない方でも楽しめるのでおすすめです。

　 宿泊し たのはグラン バッ ハ仙台と いう ホテルで、常に

バッ ハのBGM が流れてる少し 変わったホテルです。幼い

頃ピアノ 教室をサボり がちだっ た私でも 感傷に浸れたの

で、気になる方はぜひ泊まってみてく ださい。（ 仙台以外に

もいく つか店舗はあるそう です）

　 東京での夏の思い出は昨年行った隅田川花火大会です。

　 コロナの影響で数年間開催が中止になっていましたが、

昨年４年ぶりに復活した事もありかなりの混雑でした。

　 花火開始の数時間前から 場所取りを行い打上げ会場の

すぐ近く で見ること が出来ました。間近でみる花火に終始

圧巻です。(高架橋下だったので少し 見切れているのが残

念でした・・・ )

　 仲村係長は避難するよう ですが、今年も７月２７日(土)に

開催するとの事ですのでさらに良い場所を探し出したいと

思います。

　 皆様が今後隅田川花火大会に行く 事があれば穴場スポッ

ト をお伝えしますので新里までお問い合わせ下さいませ。

コ ーナー担当： 琉球海運（ 株）  比嘉 結那コ ーナー担当： 琉球海運（ 株）  島仲 泰伍

  「 夏の思い出か～。そんな完璧なカラダでもないし 、海

でエンジョ イできていないし 何があっ たかな～。」と 思い

出しながらスマホの写真フォルダを見ていると、いろいろ

あったことを再発見できました、仲村です。

　 東京で過ごす夏は今年4回目で、コ ロナ禍だった2021

年はなかなか外出が出来なかったのですが、その中でも

「 神社巡り 」「 かき氷」「 ライブ 参戦」の3つを挙げます。

　 夏限定ではないですが遠出をして神社で御朱印を集め

たり 、湯島で4時間待って1,500円以上するかき氷を食べ

たり 、屋内屋外いろんな会場でライブ 参戦し たりととても

充実した夏を毎年過ごしております。

　 夏と いえば隅田川花火大会がありますが、かなり の人

で大変なので計画を立てて避難いたしまし た（ 笑）今年は

日本三大花火を見に行きたいなと思っています。

　 皆さんも充実した夏をお過ごしく ださい！

夏

仲村 周也 係長
喜舎場 秀人 主任

新里 健太 担当

い 出の 思

ライブは盛り上がるよね

御朱印ゲット！

豪華な
かき氷
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《  振り返り企画 》

Look Ba ckLook Ba ck    ききょう はいょう はい
 

設
立
年
月
日

1
9
9
1
（
平
成
3
年
）
年
4
月
12
日

※
会
計
年
度
と
し
て
は
45
期
目
（
1
9
7
9
年
（
昭
和
54
年
）

5
月
21
日
）

 

従
業
員
の
人
数

18
名

 

事
業
内
容

一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
・
倉
庫
保
管
業

 

株
式
会
社
き
ょ
う
は
い
の
社
風

　
ち
な
み
に
私
は
職
安
の
募
集
要
項
に「
家
庭
的

な
会
社
で
す
。
残
業
な
し
」
と
書
い
て
あ
る
の
を

み
て
応
募
し
ま
し
た
。
潮
平
社
長
の
時
に
入
社
し

ま
し
た
が
、お
人
柄
で
来
客
が
多
く
照
屋
前
社
長

等
々
よ
く
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。
当
時
は
従
業
員
が
少
な
く
そ
の
家
庭

の
状
況
な
ど
も
把
握
し
て
お
り
、
病
気
が
ち
の
従

業
員
に
対
し
て
温
情
的
な
対
応
を
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

 

思
い
出
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
金
城
徹
社
長
の
際
に
、
節
税
目
的
の
経
理
処
理

に
対
し
て
「
会
社
と
い
う
も
の
は
、
儲
け
て
税
金

を
払
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
の
で
な
け
れ
ば
存
続

の
意
義
が
無
い
。
売
上
ア
ッ
プ
の
為
の
工
夫
を
！
」

と
変
更
を
指
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
仕
事
に
臨
む
よ
う
叱
咤
激
励
し
て
頂
き
、

部
門
別
損
益
を
管
理
し
て
、
各
々
が
セ
ー
ル
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
よ
う
に
と

の
指
導
も
あ
り
ま
し
た
。

　
山
里
社
長
の
時
代
に
は
「
和
」に
重
き
を
置
か

れ
、
社
内
積
立
を
開
始
し
て
個
人
で
は
な
か
な
か

行
け
な
い
リ
ッ
チ
な
美
食
体
験
会
を
何
度
も
企

画
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
を
ご
招
待
し
て

盛
大
な
創
立
30
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

 

創
立
時
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
、

 

ま
た
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
・
も
の

　
一
貫
し
た
「
会
社
方
針
・
社
是
」
と
い
う
よ
り

も
、
個
性
豊
か
な
8
名
の
社
長
の
そ
の
時
々
の

お
考
え
の
も
と
、
R
K
K
グ
ル
ー
プ
内
に
於
け
る

役
割
を
果
た
す
べ
く
邁
進
（
模
索
？
）
し
た
45
年

だ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
振
り
返
り
企
画
を
頂
き
、
設
立
か
ら
こ
の
度
の

吸
収
合
併
ま
で
R
K
K
グ
ル
ー
プ
に
於
い
て
き
ょ

う
は
い
が
果
た
し
て
き
た
役
割
に
思
い
を
馳
せ
、

改
め
て
R
K
K
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
我
々
き
ょ
う
は
い
社

員
一
同
気
持
ち
も
新
た
に
、
新
し
い
仲
間
た
ち
と

力
を
合
わ
せ
て
R
K
K
グ
ル
ー
プ
の
一
層
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
致
し
ま
す
。

　 7月13日にロールオン・ ロールオフ 型新鋭貨物船

「 かり ゆしⅡ（ 11 ,614総ﾄﾝ）」の初入港出迎え式が中

城湾港で行われました。当日は晴天に恵まれ、当社役

職員なら びにご家族の皆様、琉球海運グループ 各社

からも多く の方々に参加して頂き初入港を見守りまし

た。接岸後は友利船長、勝連機関長への花束贈呈、船

内見学、立食パーティ ーも行われ、かり ゆしⅡの完成と

初入港の喜びを参加者の皆様と分かち合いました。

　 16日には新造船かり ゆしⅡの船内内覧会が行わ

れ、グループ会社を初め各業界から500名を超えるお

客様にお披露目されました。かり ゆしⅡは九州航路(博

多－鹿児島－那覇)に就航。同一サイズの標準ＲＯＲＯ

船に比べて省燃費性能を29％削減し、代替船「 かり ゆ

し 」に比べて積載能力は約30％増となります。引き続

き、当該船舶を含めたＲＯＲＯ船サービスの拡充によ

り県内経済の発展に尽力して参ります。

■ 創立からのあゆみ

1979年 5月21日 RKKグループの効率化・ 体力強化を図る目的でOSFとＮＳＦ の協業化がなされた為、
ＮＳＦより「 一般貨物自動車運送事業」免許を譲り 受け(株)協配を設立

(初代社長）照屋敦久（ 資本金）５００万（ 所在地）那覇市西１丁目２４番２号： RKKビル2階

1981年 7月1日 沖縄港運ビルへ移転

1983年 7月5日 ミ ヤギ産業ビルへ移転

1991年 4月12日 (株)サンエス設立→(株)協配を福山通運へ譲渡→(株)サンエス商号を(株)協配へ
改号の流れで登記上の設立年月日が平成3年4月12日となる。

1993年 9月12日 沖縄開発起工ビル（ 前島）へ移転

1994年 12月1日 「 内航運送取扱業」の認可を受け、商品車輸送市場に参入。キャリアカー業務開始。

1995年 6月1日 資本金を1,000万へ増資。利用運送事業許可。

1996年 6月25日 商号を(株)協配から (株)きょう はいへ変更登記。

1996年 3月3日 池間武所有ビル（ 那覇市曙）へ移転

2002年 5月1日 琉球海運(株)の委託を受け、北部製糖の砂糖商品を扱う「 倉庫業」を開始。

2002年 5月22日 (株)名城所有ビル（ 那覇市港町）へ移転

2002年 11月5日 「 産業廃棄物処理業」及び「 特別管理産業廃棄物処理業」の認可を受け産業廃棄
物輸送を開始。

2009年 11月1日 (株)栄行商会ビル（ 那覇市港町）へ引っ越し

2024年 7月1日 株式会社沖縄急送と吸収合併

■ 歴代代表取締役

1979年 1981年 照屋 敦久

1981年 1983年 石原 肇

1983年 1984年 照屋 敦久

1984年 1993年 潮平 寛吉

1993年 1997年 金城 徹

1997年 2001年 照屋 盛一

2001年 2005年 大城 隆

2005年 2014年 山里 守行

2014年 2016年 翁長 春雄

2016年 2017年 下地 強

2017年 2024年 嘉数 正春

事務所入り口

30周年祝賀会の様子

事務所内

出迎え式＆内覧会
新造船

「 かりゆしⅡ」

コ ーナー担当：（ 株） 沖縄急送 久場 直美（ 元・（ 株）きょう はい）

かり ゆし II 初入港

花束贈呈

RKKスタッフ

かり ゆし II 外観

車両デッ キ

ブリッ ジ 受付

風景

インタビューを受ける友利船長

記念写真
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RKK Group News 琉球海運グループ内の出来事あれこ れお伝えし ます

　
令
和
６
年
７
月
26
日
「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式
に
て
、
多
年
の
海
運
関
係
事
業
へ
の
貢
献
を

評
価
さ
れ
宮
城
茂
氏
（
代
表
取
締
役
会
長
）が
、
そ
し

て
優
良
船
員
と
し
て
は
安
室
朝
光
氏
（
甲
板
長
）
が

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

は
受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！

2024年6月7日

優良自動車運転者　 島
し ま

袋
ぶく ろ

 広
ひろ

安
やす

（ 港運部 作業課）

2024年7月5日

功績賞 下條 智史 （ 機材部 機材課）

優秀賞 前里 光太郎 （ 機材部 機材課／荷役機械運転手 フォークリフト ）

狩俣 富啓 （ 作業部 作業二課／荷役機械運転手 揚貨装置運転士）

久保田 修弘 （ 作業部 作業二課／玉掛け作業員）

2024年7月5日

無災害記録表彰2種　 沖縄荷役サービス株式会社

優秀賞（ 1名）玉掛け作業員 金
き ん

城
じ ょ う

 睦
ち かし

（ 港運部 作業課）

琉
球
海
運 

株
式
会
社 

「
海
事
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
」
受
賞 　

弊
社
を
含
め
離
島
各
社
は
人
材
確
保
に

四
苦
八
苦
し
て
お
り
、
加
え
て
早
出
・
残
業

時
間
削
減
の
対
策
に
試
行
錯
誤
し
て
い
る
現

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
な
中
昨
年
度

に
「
り
ゅ
う
せ
き
八
重
山
支
店
」
よ
り
上
屋

付
近
へ
提
案
・
設
置
頂
い
た
1
㎘
未
満
の
給
油

（
軽
油
）
タ
ン
ク
設
備
を
設
置
頂
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
年
度
初
め
か
ら
の
運
用
予
定
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
全
ト
ラ
ッ
ク
を
セ
ル
フ
給
油

に
す
る
た
め
に
は
利
用
方
法
の
統
一
・
指
導
が

不
可
欠
で
あ
っ
た
た
め
、
少
し
時
間
が
掛
か
り

ま
し
た
が
5
月
中
旬
よ
り
運
用
に
た
ど
り
着

け
ま
し
た
。

　
数
ヵ
月
で
す
が
弊
社
に
と
っ
て
は
運
転
手
の

車
両
管
理
向
上
が
見
ら
れ
、
給
油
業
者
に
お

い
て
は
こ
れ
ま
で
早
朝
か
ら
行
っ
て
い
た
補
給

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
タ
ン
ク
管
理
を
行
い
日
中

補
給
の
み
と
な
り
双
方
に
有
益
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
有
事
の
際
に
も
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が

業
務
継
続
が
で
き
る
事
と
な
り
ま
す
。
よ
り

良
い
環
境
と
作
業
が
出
来
る
よ
う
今
後
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
弊
社
が
長
年
輸
送
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
、

（
株
）
榎
本
回
漕
店
様
の
潤
滑
油
輸
送
に
つ
い
て
、
同
社
よ

り
、
令
和
５
年
度
の
安
全
・
品
質
管
理
の
感
謝
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
東
京
支
店
と
し
て
は
、
定
期
的
な
協
力
会
社
様
へ
の
訪

問
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
港
へ
製
品
を
持
ち
込
ん
だ
ド
ラ
イ

バ
ー
様
へ
お
声
か
け
を
行
い
、
事
故
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
賞
は
琉
球
海
運
だ
け
で
な
く
、
ひ
と
え
に
集

荷
、
配
送
、
荷
役

に
携
わ
る
皆
様

の
お
か
げ
で
受
賞

で
き
た
も
の
で
す

の
で
、
こ
の
場
を

借
り
て
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

RKK Group News
琉球海運グループ 内の出来事あれこ れお知ら せし ます

八
重
山
港
運 

株
式
会
社 

琉
球
海
運 

株
式
会
社 

給
油
（
軽
油
）
タ
ン
ク
運
用
開
始
（
1
㎘
未
満
）

令
和
5
年
度 

潤
滑
油
輸
送
に
於
け
る
感
謝
状

沖縄荷役サービス 株式会社 

沖縄港運 株式会社 

沖縄荷役サービス 株式会社 

宮古港運 株式会社 

沖縄県警本部長・

沖縄県交通安全協会連合会会長連盟表彰

優秀作業員表彰受賞者

港湾貨物運送事業労働災害防止協会沖縄総支部

令和６ 年度  功労・ 功績・ 優秀作業員表彰式

優良申告法人として表彰

令和6年６ 月18日に宮古港運本社にて宮古島税務署

の江崎署長より 法人税・ 消費税が適正に納税されたと

して表彰されました。

「 海の日」海事関係功労者表彰式にて

国土交通大臣表彰を授与された 

宮城茂代表取締役会長（ 左）と

安室朝光甲板長（ 右）

琉球海運（ 株） 東京支店  喜舎場主任

琉球海運(株)にて執り行われた表彰式

左： 琉球海運(株) 高崎副支店長

右： (株)榎本回漕店 村瀬部長
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こ
れ
ま
で
数
年
は
人
数
制
限
を
し
て
安
全
祈
願
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
引
下
げ
に
よ
り
全
職
員

を
対
象
と
し
て
、
5
月
26
日
富
﨑
観
音
堂
へ
訪
問
・
参
拝

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
多
数
の
参
加
が
あ
り
繁
忙
期
を
無
事
乗
り
越

え
る
事
が
で
き
た
事
と
こ
れ
か
ら
の
無
事
故
・
無
災
害

の
安
全
祈
願
を
執
り
行
い
ま

し
た
。

　
今
期
も
八
重
山
港
運
社

員
一
同
、
安
全
第
一
の
精
神

を
胸
に
、
お
客
様
の
信
頼
に

応
え
る
た
め
引
き
続
き
安

心
・
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
5
月
1
日
に
開
業
し
た
「
那
覇
港
総
合

物
流
セ
ン
タ
ー
」
が
2
0
2
4
年
5
月
で
5
周
年
を
迎

え
る
こ
と
を
記
念
し
、
4
月
24
日
―

25
日
に
記
念
式
典

と
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
事
業
計
画
や
収
支
な
ど
の
報
告
の
ほ

か
、
成
底
ゆ
う
こ
さ
ん
に
よ
る
生
ラ
イ
ブ
や
食
事
会
も

開
か
れ
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

八
重
山
港
運 

株
式
会
社 

琉
球
海
運 

株
式
会
社

観
音
堂
参
拝
に
よ
り
安
全
祈
願

那
覇
港
総
合
物
流
セ
ン
タ
ー

5
周
年
記
念
行
事

琉球海運 株式会社宮古港運 株式会社

｢脱炭素社会｣の実現に向けてたく さ んの繋がりを大切に

6 月2 4 日、弊社

と（ 株）り ゅう せき

は｢琉球海運（ 株）と

（ 株）り ゅう せきと

の脱炭素社会の実

現に向けた連携協

定書｣を締結しまし

た。本協定により 、弊社所有船舶のしゅれいⅡ、にら いか

ないⅡ、わかなつを対象に那覇新港停泊中はカ ーボンオ

フ セット 認証を受けたA重油を継続的に使用することで、

半年間で約750ト ン相当のCO2削減効果を見込み、さら

に環境に配慮した輸送を目指すことが可能となります。

今回2社で踏み出し た一歩が沖縄県の目指す脱炭素

社会の実現に繋がる大きな一歩になりますよう に！！

RKK Group News 琉球海運グループ内の出来事あれこ れお伝えし ます

鏡開き前の一コマ

諸見里統括責任者による

事業報告

創立70周年にむけて宮古港運のト ラック のカラーをも

とに作成しました。

海を表した鮮やかな青と港から 荷物を運ぶ道（ 陸）を表

し た黄色は島内でも 一目見て宮古港運と わかります。こ

の2色を使って宮古島のMと 架け橋を合わせたモチーフ

を作成してもら いました。右側は未来に向かって大きく 伸

びてく イメ ージ。上の丸は右と 左で見たときに人をイメ ー

ジしている。右と左の人と人で、社内の結びつき、グルー

プでの結びつき、地域の人々

と の結びつきを表現。また次

世代の若い人へ（ 左： ベテラ

ン・ これまでの世代から 右： 若

手・ これから の世代へ）つなぐ

ビジョ ンも表しています。

琉
球
海
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
一
日

陸
上
【
異
動
】

総
務
部
付 

八
重
山
港
運 

専
任
次
長

大
城 

仁
（
沖
縄
港
運 

専
任
次
長
）

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日

陸
上
【
退
任
】

福
岡
支
店
長

金
城 

勝
哉

令
和
六
年
六
月
二
十
七
日

陸
上
【
就
任
】

執
行
役
員 

グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長

塩
川 

勲
（
グ
ル
ー
プ
戦
略
室
長
）

　

陸
上
【
就
任
】

執
行
役
員 

営
業
部
長

濱
元 

朝
尚
（
営
業
部
長
）

陸
上
【
就
任
】

執
行
役
員 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
長

狩
俣 

宗
良
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
長
）

陸
上
【
昇
格
】

参
与 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
長

狩
俣 

宗
良
（
副
参
与 

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部
長
）

陸
上
【
昇
格
】

参
与 

東
京
支
店 

副
支
店
長

高
崎 

裕
（
副
参
与 

東
京
支
店 

副
支
店
長
）

陸
上
【
異
動
】

福
岡
支
店
長

大
湾 

一（
琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

上
席
執
行
役
員
）

総
務
部
付 

琉
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス 

執
行
役
員

親
川 

博
光
（
グ
ル
ー
プ
戦
略
室 

次
長
）

令
和
六
年
七
月
一
日

海
上
【
本
採
用
】
甲
板
員

津
波
古 

快

甲
板
員

田
口 

琉

機
関
員

池
原 

敏
紀

機
関
員

玉
城 

晃

機
関
員

西
筋 

滝
真

陸
上
【
本
採
用
】
営
業
部

砂
川 

泰
志

企
画
部

阿
波
連 

宗
梧

総
務
部

志
喜
屋 

太
成

陸
上
【
登
用
】

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
部 

課
長
代
理

宮
國 

勝
博

陸
上
【
契
約
社
員
】
企
画
部

湧
川 

祐
介

陸
上
【
依
頼
退
職
】
営
業
部

砂
川 

泰
志

沖
縄
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

【
就
任
】

代
表
取
締
役
社
長

吉
田 

和
彦
（
専
務
取
締
役
）

【
就
任
】

専
務
取
締
役

松
田 

正
伸
（
常
務
取
締
役
）

【
就
任
】

常
務
取
締
役

玉
代
勢 

直
宏
（
取
締
役 

九
州
・
先
島
定
航
部 

部
長
）

【
就
任
】

取
締
役 

経
営
企
画
担
当
部
長
兼
経
理
部
部
長

大
城 

健
（
経
営
企
画
担
当 

部
長
）

【
異
動
】

経
営
企
画
担
当 

副
部
長

玉
城 

隆
雄
（
経
理
部 

部
長
）

【
退
任
】

代
表
取
締
役
社
長

島
袋 

完
徹

令
和
六
年
七
月
一
日

【
本
採
用
】

総
務
部 

総
務
課

大
嶺 

真
子

営
業
部 

営
業
課

神
里 

志
温

営
業
部 

営
業
課

中
山 

友
愛

営
業
部 

海
外
物
流
課

桃
原 

夏
樹

宮
古
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
七
月
一
日

【
昇
格
】

営
業
部 

次
長

松
永 

直
人
（
営
業
部 

課
長
）

【
昇
格
】

企
画
部 

課
長

國
仲 

大
輔
（
営
業
部 

課
長
代
理
）

八
重
山
港
運 

株
式
会
社

令
和
六
年
五
月
一
日

【
登
用
】

陸
運
部 

集
配
課 

契
約
社
員

平
良 

鮎
美
（
臨
時
職
員
）

令
和
六
年
六
月
一
日

【
出
向
受
入
】

総
務
部
付 

総
務
課 

専
任
次
長

大
城 

仁
（
琉
球
海
運
㈱
）

沖
縄
荷
役
サ
ー
ビ
ス 

株
式
会
社

令
和
六
年
五
月
一
日

【
採
用
】

港
運
部 

輸
送
課

山
内 

峰
雄

港
運
部 

輸
送
課

仲
盛 

宏
一

港
運
部 

輸
送
課

沼
田 

尚
之

港
運
部 

輸
送
課

比
嘉 

寿

港
運
部 

輸
送
課

松
田 

伊
知
郎

令
和
六
年
六
月
一
日

【
採
用
】

港
運
部 

輸
送
課

座
安 

靖

令
和
六
年
七
月
一
日

【
異
動
】

港
運
部 

作
業
課 

取
締
役
部
長

儀
武 

哲
治
（
総
務
部
総
務
課
）

営
業
部 

情
報
処
理
課 

係
長

比
嘉 

貴
之
（
営
業
部
業
務
課
）

営
業
部 

情
報
処
理
課 

係
長

大
城 

盛
太
（
営
業
部
業
務
課
）

【
採
用
】

港
運
部 

作
業
課

上
運
天 

颯
斗

株
式
会
社 

沖
縄
急
送

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

【
就
任
】

常
務
取
締
役

金
城 

勝
哉（
琉
球
海
運
㈱
福
岡
支
店 

支
店
長
）

【
退
任
】

専
務
取
締
役

潮
平 

寛
胤

取
締
役
本
部
長

上
間 

勝
利

令
和
六
年
七
月
一
日

【
㈱
き
ょ
う
は
い
吸
収
合
併
に
よ
る
社
員
受
け
入
れ
】

運
輸
部
配
送
業
務
二
課 

係
長内

間 

信
彦

運
輸
部
配
送
業
務
二
課 

主
任大

田 

守
哲

運
輸
部
配
送
業
務
二
課

宮
里 

保
行

運
輸
部
配
送
業
務
二
課

岡 

英
美

運
輸
部
運
輸
課

久
場 

直
美

運
輸
部
運
輸
課

高
安 

邦
夫

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

渡
久
地 

政
光

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

東
恩
納 

義
昭

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

渡
慶
次 

聡

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

國
仲 

信
秀

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

森
山 

未
来

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

柳
田 

聡

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

當
間 

綾
乃

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

新
屋 

隆
之

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

塩
川 

辰
也

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

仲
里 

光
喜

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

又
吉 

崇

運
輸
部
運
輸
課
乗
務
員

満
名 

正
人

株
式
会
社 

沖
縄
輸
送
サ
ー
ビ
ス

令
和
六
年
五
月
一
日

【
本
採
用
】

東
京
支
店
業
務
課

田
邉 

季
衣

令
和
六
年
五
月
十
六
日

【
本
採
用
】

福
岡
支
店

村
川
綾
香

令
和
六
年
七
月
一
日

【
本
採
用
】

札
幌
営
業
所

外
﨑 

奈
央

株
式
会
社 

九
州
輸
送
サ
ー
ビ
ス

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

【
就
任
】

取
締
役
営
業
部
長

深
川 

賢
一（
営
業
部
長
）

九
輸
運
送 

株
式
会
社

令
和
六
年
六
月
二
十
六
日

【
就
任
】

取
締
役
管
理
部
長

黒
川 

貴
峰
（
管
理
部
長
･
統
括
セ
ン
タ
ー
長
）

令
和
六
年
七
月
一
日

【
昇
進
】

運
輸
部 

輸
送
課 

主
任

安
河
内 

美
夫

【
昇
進
】

運
輸
部 

輸
送
課 

主
任

福
島 

弾

【
昇
進
】

運
輸
部 

作
業
課 

主
任

松
本 

翔

【
昇
進
】

運
輸
部 

作
業
課 

主
任

北
川 

優
人

琉
海
リ
ー
ス 

株
式
会
社

令
和
六
年
六
月
二
七
日

【
就
任
】

代
表
取
締
役
社
長

角 

善
晴

取
締
役

吉
田 

和
彦

取
締
役

長
嶺 

直

【
退
任
】

代
表
取
締
役

山
城 

博
美

取
締
役

中
山 

勝

取
締
役

島
袋 

完
徹

株
式
会
社 

ロ
ジ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

令
和
六
年
六
月
二
十
五
日

【
就
任
】

代
表
取
締
役
社
長

潮
平 

寛
胤
（
沖
縄
急
送 

専
務
取
締
役
）

【
就
任
】

監
査
役（
非
常
勤
）

金
城 

勝
哉
（
琉
球
海
運 

福
岡
支
店
長
）

【
退
任
】

代
表
取
締
役
社
長

島
袋 

剛

令
和
六
年
七
月
一
日

【
昇
進
】

運
輸
部 

課
長

玉
城 

考
勇
（
運
輸
部 

係
長
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

係
長

安
谷
屋 

貴
一（
運
輸
部 

主
任
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

係
長

屋
比
久 

忠（
運
輸
部 

主
任
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

係
長

宇
榮
原 

智
和
（
運
輸
部 

主
任
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

係
長

石
川 

寛
人
（
運
輸
部 

主
任
）

【
昇
進
】

管
理
部 

係
長

玉
榮 

博
政
（
管
理
部 

主
任
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

主
任

知
名 

定
博
（
運
輸
部
）

【
昇
進
】

運
輸
部 

主
任

高
安 

正
二
（
運
輸
部
）

【
昇
進
】

管
理
部 

主
任

与
那
城 

恵
子
（
管
理
部
）
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●
も
ぉ
毎
日
暑
い
。
日
中
少
し
外

出
し
た
だ
け
で
ベ
タ
ベ
タ
で
す
よ

ね
？
し
か
し
暑
け
れ
ば
暑
い
ほ

ど
輝
く
も
の
も
あ
る
ん
で
す
。
で

は
果
た
し
て
そ
れ
は
な
に
か
？

A
&
W
さ
ん
の
「
コ
ー
ヒ
ー
フ

ロ
ー
ト
」
で
す
。
驚
く
ほ
ど
お
い

し
い
の
で
ま
だ
の
方
は
是
非
ト

ラ
イ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！
（
涼

し
い
店
内
で
食
べ
た
方
が
美
味

し
い
よ
。
）

元
・
船
酔
い
少
年

●

2
0
2
4
年
夏
季
号
楽
し
ん
で

頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が
る

中
、
私
は
立
体
四
目
ゲ
ー
ム
に
ハ

マ
り
、
毎
晩
家
族
で
真
剣
勝
負
！

シ
ン
プ
ル
な
ル
ー
ル
で
す
が
、
年

齢
関
係
な
く
楽
し
め
る
の
で
お

勧
め
で
す
♪

お
で
か
け
子
ザ
メ
ち
ゃ
ん

●

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
午
後
休
み

を
取
り
、
帰
宅
時
に
信
号
待
ち

を
し
て
い
た
ら
、
突
然
、
空
か
ら

鳥
の
フ
ン
が
落
ち
て
き
て
私
の

手
に
当
た
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ

と
っ
て
あ
る
？

こ
れ
は
神
様
か
ら
「
宝
く
じ
買
っ

た
ら
当
た
る
よ
！
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
も
！

宝
く
じ
買
い
に
行
か
な
き
ゃ
！

ウ
ン
気
上
昇
中
S

●

今
年
も
去
年
に
続
い
て
酷
暑
で
す

ね
。
こ
ん
な
時
は
、海
沿
い
を
オ
ー

ト
バ
イ
で
ツ
ー
リ
ン
グ
、
海
水
浴
、

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
B
B
Q
や
り

た
く
な
り
ま
す
ね
～
。

何
も
し
な
い
で
暑
さ
に
耐
え
る

よ
り
、
楽
し
く
過
ご
し
て
暑
さ

を
忘
れ
ま
し
ょ
～
♪

だ
け
ど
楽
し
み
す
ぎ
て
水
分
補

給
は
忘
れ
ち
ゃ
だ
め
で
す
よ
～
^ ^

漢
（
お
と
こ
）

-

K
a
w
a
s
a
k
i

●

皆
さ
ん
の
気
に
な
る
と
い
う
気

持
ち
を
引
き
出
し
た
い
表
紙
を

目
指
し
て
、
お
し
ゃ
れ
に
、
面
白

お
か
し
く
し
て
み
ま
し
た
！
R

指
定
や
ん
と
思
う
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

●

今
回
初
め
て
グ
ル
ー
プ
報
の
制

作
に
携
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
先
輩
方
が
執
筆
し
て
き
た

過
去
の
記
事
を
参
考
に
、
楽
し

く
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
記
事
作
成
に
あ
た
っ

て
色
々
と
親
身
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
く
だ
さ
り
ま
し
た
編
集
委
員

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
完
成
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
！

二
日
酔
い
の
武
闘
派
A

編集後記
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デザインコンテストデザインコンテスト

入賞者には入賞者には

最大最大33万円万円相当の相当の

豪華賞品贈呈! !豪華賞品贈呈! !

皆さまからのご応募お待ちしております！

応募期間 2024年9月1日～2024年11月22日午後5時 必着

応募資格 RKKグループ社員 · ご家族の方

詳しい情報・ 台紙の

ダウンロード はこちら! !

大人部門
子ども部門

RKKグループ報

● 生年月日： 2024年2月13日

● 体　 　 重： 3 ,7 7 8ｇ

● お父さ ん： 田端 崇人
（ ロジカ ルサポート ）

お母さ ん： 〃 優美 さ ん

● 由　 　 来 ： 安ら ぎを与える人になっ てほし い。

穏やかでみんなに愛さ れる子になっ てほし い。

● ご両親から 一言：

元気で大きく 育ってね。 パパ、 ママも がんばるから ね。

長田 弦
げ ん

ちゃん（ 男の子）

かわいい天使誕生かわいい天使誕生He l l o

b ab y

● 生年月日： 2024年7月6日

● 体　 　 重： 3 ,0 4 0ｇ

● お父さ ん： 長田 涼（ 沖縄輸送サービス）

お母さ ん： 〃 真鈴 さ ん

● 由　 　 来 ： 健康に育つよう に

● ご両親から 一言：

たく さ ん食べて

たく さ ん遊んで

たく さ ん寝てく ださ い

田端 柊
し ゅ う た

奏ちゃん（ 男の子）

濱里 凪
な  づ

珠ちゃん（ 女の子）

● 生年月日： 2024年7月20日

● 体　 　 重： 3 ,4 8 0ｇ

● お父さ ん： 濱里 尚志（ 琉球海運）

お母さ ん： 〃 愛涼 さ ん

● 由　 　 来 ： 穏やかで優し い子に育っ てほし く て

● ご両親から 一言：

明る く 元気にすく すく 育っ てね！


